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・ 4-6月期のユーロ圏実質ＧＤＰ成長率の二次速報値は前期比＋0.2％、同年率＋0.8％と、一時速

報段階から不変。発表された国別内訳は、ユーロ圏に先駆けて同日公表されたドイツが同▲

0.1％と、特殊要因で下振れした昨年7-9月期以来のマイナス成長に転落。既報のイタリアがゼロ

成長と低迷し、輸出動向に左右されやすい２国がユーロ圏全体の足を引っ張った。ただ、フラン

スやスペインで個人消費の増勢が鈍化するなど、内需の景気下支えに陰りも出てきている。 

・ ユーロ圏全体の需要項目別内訳は９月６日に公表予定。ドイツ統計局によれば、同国では個人消

費、政府消費、非建設投資が増加した一方、建設投資の落ち込みに加え、輸入を上回るペースで

輸出が減少したことで外需が成長を下押し。建設投資の落ち込みは、好天候による1-3月期の反

動減とみられる。生産や資本財受注が落ち込むなか、非建設投資の拡大には違和感もある。投資

拡大が民間企業と公的部門のどちらに牽引されたものか、27日に発表される詳報を確認する必要

がある。7-9月期入り後のドイツの景気指標は、製造部門を中心に一段の冷え込みが続いている。

ドイツは２四半期連続マイナス成長（テクニカル・リセッション）となる可能性が出てきた。 

・ なお、今回の発表に合わせてドイツのＧＤＰ統計は基準年変更と年次改定が行われた。年間の成

長率は2017年が＋2.5％→＋2.8％に上方修正、2018年が＋1.5％→＋1.5％で不変。四半期の成長

率（前期比伸び率）は、2018年1-3月期が＋0.4％→＋0.1％、4-6月期が＋0.5％→＋0.4％に下方

修正、7-9月期が▲0.2％→▲0.1％、10-12月期がゼロ％→＋0.2％に上方修正された。 

 

 

■ユーロ圏：実質GDP成長率（前期比年率、％） ■2019年4-6月期の実質GDP成長率（前期比、％）

出所：Eurostat 出所：Eurostat
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■ユーロ圏ＧＤＰ（前期比年率＜％＞、括弧内は寄与度＜％ポイント＞）

名目 実質
ＧＤＰ ＧＤＰ 内需 外需

個人消費 政府支出 固定資本 在庫 輸出 輸入
投資

17/7-9月期 3.7 2.8 (▲ 3.6) 2.3 1.8 ▲ 17.9 (▲ 0.8) 6.3 4.9 ▲ 8.2
17/10-12月期 4.0 2.9 (0.9) 0.9 0.9 3.1 (▲ 0.4) 2.0 9.6 5.7
18/1-3月期 2.9 1.6 (2.4) 2.0 0.1 1.1 (1.1) ▲ 0.8 ▲ 1.9 ▲ 0.3
18/4-6月期 3.3 1.5 (1.7) 0.6 1.6 6.7 (▲ 0.3) ▲ 0.2 4.6 5.5
18/7-9月期 2.2 0.7 (1.9) 0.5 0.2 1.7 (1.2) ▲ 1.2 1.1 3.9
18/10-12月期 2.3 1.0 (0.5) 1.3 2.5 6.2 (▲ 1.9) 0.5 4.7 4.1
19/1-3月期 3.5 1.8 (1.1) 2.2 0.4 0.2 (▲ 0.2) 0.7 2.7 1.4
19/4-6月期 － 0.8 － － － － － － － －

出所：Eurostat


